
公益財団法人　山梨県臓器移植推進財団
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【主要事業の概要】
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設 立 年 月 日 昭和61年8月5日

医療機関を対象とした院内研修会の開催、臓器移植
関係者による地域推進会議の開催

献腎移植希望者への相談や説明、組織適合検査費の
助成と登録手続きの補助

51

35,625

E-mail ア ド レス yzouki2000@yahoo.co.jp

令和５年度令和４年度令和３年度

469 611

35,625

事業費（単位：千円）
内容

10月の臓器移植普及推進月間を中心に、各種イベント
等でのリーフレット等の配布

法人名

主
な
出
資
者
等

出資順位
1

4
3

6

ホームページＵＲＬhttp://yzouki.html.xdomain.jp/yzouki2000

資本金（基本財産） 千円

5

8
7

団体（者）

出資者名等
ライオンズクラブオール山梨
山梨県
市町村

2

【 法 人 の 概 要 】

代 表 者 名 所管部（局）課 福祉保健部医務課

所 在 地 中央市下河東1110 電 話 番 号 055-273-1082

理事長 渡辺和廣
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理事（非常勤） 18

9

出資その他
その他

10

移植希望者に対する組
織適合検査費助成と登
録手続き支援

令和 ４

臓器移植に関する県民
への普及啓発

献腎及び臓器移植の体
制の整備

年度

各年度体制

理事（常勤） 0
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目 的
経 緯
概況等

臓器移植に関する知識の普及啓発及び啓蒙を図るとともに、腎臓機能障害者に対して、腎臓移植と腎臓
病に関する知識の普及啓発と腎臓移植に関する事業を行い、山梨県民の医療の向上に資し、もって福祉
の増進に寄与する事を目的としている。主な活動として、各種イベント等でのパンフレット配布、病院等へ
の訪問、移植希望登録の補助（組織適合検査費の助成等）を行っている。また、当法人は平成23年4月1日
に公益財団法人となり、より一層県民に臓器移植に対する知識の定着・推進を図るため活動している。
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【経営の状況】 （単位：千円）
令和３年度 令和４年度 令和５年度 増減

194 206 210 4
2,178 1,900 2,081 181
4,178 4,216 4,269 53

0 0 0 0
924 1,018 1,155 137
34 40 29 △ 11

7,508 7,380 7,744 364
事業費 6,721 6,604 6,860 256

うち人件費 4,279 4,353 4,375 22
管理費 787 776 884 108

うち人件費 248 248 248 0
経常支出　計　 7,508 7,380 7,744 364

0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0

97 421 972 551
38,530 38,951 39,923 972

（単位：千円）
令和３年度 令和４年度 令和５年度 増減

2,998 3,043 3,223 180
36,702 37,179 38,143 964
39,700 40,222 41,366 1,144

370 370 441 71
0 0 0 0

800 900 1,000 100
0 0 0 0

1,170 1,270 1,441 171
38,530 38,952 39,925 973

うち基本財産への充当額 35,625 35,625 35,625 0
うち特定資産への充当額 97 519 1,491 972

（単位：千円）
令和３年度 令和４年度 令和５年度 増減

0 0 0 0
人件費補助金 0 0 0 0
人件費以外の補助金 0 0 0 0

0 0 0 0
650 650 650 0
650 650 650 0

人件費委託金 3,279 3,349 3,369 20
人件費以外の委託金 899 866 900 34

委託金　計 4,178 4,215 4,269 54
4,828 4,865 4,919 54
64.3 65.9 63.5 △ 2.4

0 0 0 0
0 0 0 0

【県の財政的関与の状況（令和５年度）】

負債　計
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項　　　　　目
基本財産等運用益
受取会費・受取寄付金
受託事業収益
自主事業収益
受取補助金等
その他の収益

経常収入　計

当期経常増減額

流動負債
うち短期借入金

固定負債

経常外支出
当期経常外増減額
当期一般正味財産増減額
当期指定正味財産増減額
正味財産期末残高

流動資産
固定資産

県債務負担実際残高

資産　計

うち長期借入金
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補助金
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項　　　　　目
負担金

運営費補助金
事業費補助金

補助金　計

県支出金　計
県の財政的関与の割合（％）
県貸付金残高

財
務
状
況

項　　　　　目

委託金

県債務負担
実際残高

内容・目的・金額

・10月の臓器移植普及推進月間における街頭キャンペーン費　150千円
・臓器移植に関する知識の普及啓発及びHLA検査料等の事業費　500千円

・臓器移植コーディネーター設置事業委託料　4,269千円



【自己評価・評点集計】：（経営評価算出表により、法人自らが評価した結果を記入）

評価の視点 評価項目数 満点 評点 得点率

目的適合性 3 10 6 60.0%

計 画 性 3 9 9 100.0%

組織運営の
適 正 性 3 10 10 100.0%

財 務 状 況 7 42 38 90.5%

効 率 性 5 16 13 81.3%

21 87 76 87.4%

正味財産増減

流動比率

借入金依存率

債務超過

県の将来負担見込

回収不能債権

県の債務処理補助等

公益認定基準抵触

【出資法人の自己評価】：（各評価の視点毎に、法人自らによる分析・検証の結果及び対応策を記入）

目的適合性

計 画 性

組織運営の
適 正 性

財 務 状 況

効 率 性

総合的評価

対応策

出資法人の組織の管理運営上における人的・物的
な経営資源が有効活用されているかを問う視点

【警戒指標数】

目標達成度

・事業計画に基づき適正な運営を行うとともに、更なる普及啓発の推進に努める。
・今後も健全な経営を維持できるよう新規寄付先の開拓を行い、引き続き経費節減に努める。
・普及啓発の拡大を目指し、良質なサービス提供に努める。
・優秀な人材確保と人材育成及び雇用環境及び待遇改善を行う。

合　　計

上記の項目については、評価基準の多くを満たしており、健全な状況にあり、効率性も良好である。
今後については適宜事業計画を及び効率性を見直し適正な運営を行うとともに、
収益の確保や経費節減に努め永続的な事業を行えるよう努める。

令和５年11月に策定した「経営計画書」に基づき、事業年度ごとに実施計画を立て目標や推進
方策を定め、実効性のある事業の実施に努めている。

臓器（臓器の移植に関する法律第５条に規定する臓器）移植に関する知識の普及啓発及び啓蒙、腎臓
機能障害者に対する腎臓移植と腎臓病に関する知識の普及啓発と、腎臓移植に関する事業を行って
いる。

事業計画及び定款、諸規程により適正に組織運営するとともに、
行政機関、各医療機関と連携し、情報の共有化と組織の活性化を図った。

正味財産は増加しており、寄付金等についても例年並みとなっている。
財務内容については、寄付金の影響が大きいため、今後についても普及啓発と同時に
新規の寄付先の開拓に力を入れていく。

新型コロナ感染症の影響はあったが、現行の職員体制（常勤1名、非常勤1名）で例年と同様の
事業内容を達成できた。今後最低賃金の増額に伴い人件費比率が増加していくことが予想されるが
今後とも、より効率的な運営を行うよう努める。

評価ポイント

出資法人が当初の設立目的あるいは公益目的と適
合した業務を行っているかを問う視点

出資法人が長期的ビジョンを持って計画的に事業
運営に取り組んでいるかを問う視点

組織・人事・財務等の内部管理体制が適切に整
備、運用され、かつ情報公開による透明性の確保
が適切であるかを問う視点

出資法人の経営の安全性や収益性を問う視点
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【法人担当部局の所見】：（法人所管部局による各評価の視点毎の分析、評価）

目的適合性

計画性

組織運営の
適正性

財務状況

効率性

総合的評価

【総合評価】：（経営検討委員会による総合評価）
A 得点率８０％以上かつ警戒指標なし

B 得点率７０％以上８０％未満または警戒指標が１

％ C 得点率６０％以上７０％未満または警戒指標が２

D 得点率６０％未満または警戒指標が３以上

【総合評価に対する今後の対応方針】

財政的脆弱性はあるものの、現収益を維持することで健全運営は可能と見込む。
限られた人員で効率的に事業を運営し、移植医療の普及啓発等に継続的に貢献していることか
ら、法人の事業の推進について一層の支援をしていく。

臓器移植に関する知識の普及啓発事業を柱として、県民の健康・福祉の向上に努めており、
「臓器の移植に関する法律」第３条「国及び地方公共団体は、移植医療について国民の理解を
深めるために必要な措置を講ずるよう努めなければならない。」という目的に適合している。
臓器移植に関する相談員等への研修会の主催や、院内臓器提供情報担当者への研修会の開
催等は、臓器提供を実現する現場当事者の意欲向上を喚起する取組であり、臓器移植の推進
に寄与するものである。

コロナ禍の影響により、令和２年度～４年度は普及啓発活動や研修会の実施が難しい状況が
あったが、令和５年度は実施計画通り実施することができた。また、院内臓器提供情報担当者
の設置状況調査をあわせて行い、現況を把握した。
今後も普及啓発の促進、及び院内臓器提供情報担当者の資質向上に努めるため、継続的な取
り組みを行う。
最小スタッフ数により効率的な運営がなされており、各種事業が県内の移植関係者との連携の
上で実施されている。
情報公開についてはホームページ上で決算書等の速やかな公開を行うとともに、臓器移植に関
するデータや、移植希望登録の流れ等についても発信を行っている。

黒字で推移しており、財務状況は健全である。ただし、収益事業を持たないため、賛助会員から
の会費や寄附金は重要であるが収益は少額にとどまり、今後も大幅な収益増は見込むことは
難しい。支出を必要最小限に抑えると共に、法人の取組についても機会をとらえてPRを行い、賛
助会員を増やす取組が必要。

経営計画書により令和６年度～令和１０年度の目標値等を定めたところ。
人的・物的な経営資源は有効活用されているが、物価高騰や郵送料金の値上げ、社会保障関
係費用の上昇等により経常的支出の増が見込まれるため、普及啓発をさらに効率的に実施す
る工夫が必要。

警 戒 指 標 数

得 点 率 87.4
0

A

総合的所見

総合評価
ラ　ン　ク


